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主要事業一覧
（単位:千円）

事 業 名 金 額 説 明

（新規） ・大規模噴火も想定した避難計画の策定を円滑に進めるた

浅間山火山ハザードマップ １０,０００ め、浅間山火山防災協議会（本県、長野県、周辺６市町

等作成支援 村で構成）が実施する「ハザードマップ作成事業」につ

いて、負担金を支出。
・事 業 費：20,000千円

・負担割合：1/2（長野県と折半）

・完成予定：Ｈ29年度

（このマップを基に、周辺市町村が避難計画をＨ30年度

危 機 管 理 室 に策定予定）

・高崎競馬場跡地におけるコンベンション施設の整備に向

コンベンション施設整備推 １８２,４９３ けて、実施設計や測量等を実施。

進 ・実施設計委託料 398,000千円
債務負担行為 うちＨ28年度：175,000千円

（２２３,０００） Ｈ29年度：223,000千円

コンベン ション推 進課 ・開発区域設定のための測量等 7,493千円

・群馬県コンベンションビューロー(９月15日設立予定)に

コンベンションビューロー ６,８５４ より、県内への誘致活動や事業者のネットワーク形成の

活動推進 ための事業を実施。

＜地方創生推進交付金事業＞ ①誘致活動の展開 2,962千円
パンフレットや誘致活動用グッズの作成、専門紙へ

の広告掲載等

②ネットワーク形成支援 3,892千円

県内のコンベンション開催に関わる事業者を主催者
へ周知し、主催者と県内企業とのマッチングを図る

コンベンション推進課 ため、関連事業者を業種ごとにリスト化したデータ

次 世 代 産 業 課 ベースを作成。

・東国文化への理解を深めるため、スマートフォン等を利

東 国 文 化 周 知 ５,４００ 用して、黒井峯遺跡、太田天神山古墳、歴史博物館な

＜地方創生推進交付金事業＞ ど、東国文化ゆかりの地を巡るスタンプラリーを実施。

（Ｈ29年２月～）
文 化 振 興 課 ・既存アプリの改修及びチラシ（台紙）印刷。

（新規） ・歴史博物館のグランドオープン（Ｈ29年７月）での公開

「よみがえれ！古墳人」プ ４９,８４０ に向け、金井東裏遺跡から発掘された「甲着装人骨」等
ロジェクト の保存処理や復顔・全身レプリカの作成、３Ｄ映像の制

＜地方創生推進交付金事業＞ 作などを実施。

・甲着装人骨等の保存処理 9,889千円

文 化 振 興 課 ・展示模型(復顔を含む)の作成 20,011千円
文 化 財 保 護 課 ・３Ｄ映像の制作 19,940千円

（新規） ・「東国文化」の一層の周知を図るため、発信拠点として

歴史博物館の東国文化発信 １４,４５０ の歴史博物館の情報機能を強化する。
拠点化 ・東国古墳文化展示室の音声ガイド整備

＜地方創生加速化交付金事業＞ ・学習ホールの情報端末ソフトウェア開発

・東国文化周知のための映像制作

文 化 振 興 課 ・県民向けシンポジウムの開催 など



- 5 -

（単位:千円）

事 業 名 金 額 説 明

・稜線トレイルを中心とした県内のアウトドアスポーツの

アウトドアスポーツ推進 ３,０００ 認知度向上を図るため、シンポジウムを実施する。
＜地方創生加速化交付金事業＞ ・開催時期：Ｈ29年３月

・内 容：基調講演、パネルディスカッション

ス ポ ー ツ 振 興 課

・Ｈ29年７月開催の国体関東ブロック大会でスポーツクラ

リード競技用クライミング ３７,３６８ イミングが実施されることに備え、ＡＬＳＯＫぐんまサ

ウォール設置工事 ブアリーナ内にリード競技用クライミングウォールを設

債務負担行為 置。
(５１,７３２) ・事業費：89,100千円(うちH28年度：37,368千円)

ス ポ ー ツ 振 興 課 ・工 期：Ｈ29年１月～５月

・ネット利用に起因する青少年の犯罪被害やトラブル防止
新しい有害環境から子ども ５７９ のため、セーフネット標語「おぜのかみさま」鉄道キャ

を守る取組推進 ンペーンを実施。

・実施路線：ＪＲ(上越線、吾妻線、両毛線)、東武伊勢

崎線、上毛電気鉄道

・実施期間：Ｈ29年２月
子 育 て ・ 青 少 年 課 ・実施内容：車両内に「おぜのかみさま」ポスターを掲出

・国から内示のあった国庫補助金を活用し、前橋赤十字病

前橋赤十字病院建設事業費 ４００,０００ 院の建設事業に対する補助を増額。
補助 ・当初予算 1,362,583千円 → 補正後 1,762,583千円

＜新病院の概要＞

・移転場所：前橋市朝倉町及び後閑町
・病 床 数：555床

健 康 福 祉 課 ・ 医 務 課 ・工 期：Ｈ27年10月～Ｈ30年２月

・地域医療介護総合確保基金（医療分）について、国から
地域医療介護総合確保基金 ２３５,２７３ の基金内示額に基づき、積み増し。

積み増し （財源割合：国庫2/3、県費1/3）

・当初予算（医療分）1,182,416千円→補正後1,417,689千円

地 域 包 括 ケ ア 推 進 室

（新規） ・地域医療介護総合確保基金を活用し、在宅医療を推進す

看護師特定行為研修費補助 ２,５００ るため、訪問看護事業所が看護師を特定行為研修に派遣

する場合に、研修受講料等を補助。
・補 助 先：訪問看護事業所（５か所・５人分）

・補 助 率：1/2（補助上限額500千円）

※特定行為研修制度（Ｈ27.10月～）

研修を受けた看護師が、あらかじめ医師が作成した
手順書の範囲であれば、その都度、医師の判断を待た

ずに、一定の処置を行うことができる制度。（特定行

医 務 課 為の例：気道確保、透析管理、創傷管理など21区分）

（新規） ・地域医療介護総合確保基金を活用し、Ｈ29年４月に開校

看護師養成所施設整備費補 １４７,７２０ 予定である太田医療技術専門学校の看護師養成所の施設

助 整備費に対して補助。

・補 助 先：太田医療技術専門学校
（学校法人太田アカデミー）

・定 員：120人（40人×３学年）

医 務 課 ・補 助 率：基準額の1/2
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（単位:千円）

事 業 名 金 額 説 明

・地域医療介護総合確保基金を活用し、公立藤岡総合病院

がん対策（医療施設等施設 ３３,４７８ の新病院建設に当たり、がん診療連携拠点病院として設
整備費補助） 置が義務づけられている集中治療室や無菌病室等の施設

整備に対して補助。

保 健 予 防 課 ・補 助 率：基準額の1/3

（新規） ・発達障害者やその家族が、身近な場所で必要な相談や支

発達障害相談支援ガイド作 １,４９１ 援が受けられるように、市町村の窓口（保健センター、

成 こども発達支援センター等）や相談支援事業所などを分

かりやすく紹介したパンフレットを作成。
・作成部数：23,000部

・配 布 先

保育所、認定こども園、幼稚園、小中学校、高校、大

障 害 政 策 課 学、専門学校、医療機関、市町村など

・追い込まれた末、自ら命を絶つ人が後を絶たないため、

自殺対策の一層の推進 ２,８２７ 支援を必要とする人に相談先の情報が届くように、さら

なる周知を行う。

・「群馬いのちの電話」への支援 2,000千円
「群馬いのちの電話」が実施する電話相談の周知事

業に対して補助（補助率10/10）

・スクールソーシャルワーカーの周知 827千円

児童・生徒や保護者の悩みや不安に対して、福祉の
立場でアドバイスを行い解決を図るスクールソーシャ

ルワーカーを保護者に周知するためのリーフレットを

作成。

※このほか、既決予算を活用し、９月群馬県自殺予防月間

に合わせて自殺防止のための周知活動を強化。

・知事メッセージの発信（Ｈ28年9月9日実施済み）

・コンビニやパチンコ店、医療機関等へのポスター掲示
障 害 政 策 課 ・県公式ツイッターを活用した広報

（ 教 ） 義 務 教 育 課 ・県立図書館を活用した普及啓発 など

（新規） ・県イノシシ適正管理計画に基づき、市街地周辺の里山に
イノシシの捕獲推進 ５,０００ おいて、概ねＨ15年以前には生息が確認されていなかっ

た地域からイノシシを排除するため、捕獲事業を実施。

・対象区域：太田市金山地区

・事業内容
・実施計画の策定（生息状況及び被害状況の調査）

・捕獲事業の実施（Ｈ28年度 捕獲予定：20頭）

・太田市が実施する有害鳥獣捕獲と併せて、Ｈ33年度で

自 然 環 境 課 の排除を目指す。
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（単位:千円）

事 業 名 金 額 説 明

・森林整備加速化・林業再生基金を活用し、林業県ぐんま

林業・木材産業再生緊急対 ３６,９４０ の実現に向け、未利用材の活用を推進するため、木質バ
策（木質バイオマス利用施 イオマス発電関連施設の整備等に対して補助。

設等整備費補助）

①(株)ウッドビレジ川場への補助

・事業内容：チップ乾燥施設等の整備
・補 助 額：14,940千円

・補 助 率：6/10（基金5/10：県費1/10）

②前橋バイオマス燃料(株)への補助

・事業内容：木質バイオマス専用運搬車（２台）導入
・補 助 額：22,000千円

・補 助 率：5/10（基金5/10）

林 業 振 興 課

（新規） ・Ｈ29年４月からの教育改革（コース改編）により、新た

農林大学校農産加工実習室 １７,９２３ に「農と食のビジネスコース」を設定。同コースの加工

整備 実習に対応するため、調理加工実習室を改修する。

①工 事 費 13,240千円

・床張替え、加工実習台入替え、空調設備設置、
ガス給湯器入替え

②設備整備費 4,683千円

・急速冷凍機、業務用冷凍庫・冷蔵庫、

農 業 構 造 政 策 課 蒸気式業務用オーブン

（新規） ・中小企業や農業分野へＩｏＴ導入を支援するための研究

ＩｏＴ導入支援 ２８,１２４ 会を立ち上げ、産業技術センター、農業技術センター、

＜地方創生加速化交付金事業＞ 大学、民間企業等で連携し、技術研究や人材育成等を実施。
※ＩｏＴ（Internet of Things）：工作物や機械等がイ

ンターネットを介して連携する仕組み

・ＩｏＴ研究会設置･運営 100千円

・人材育成研修、専門家派遣 860千円
・試験研究用機器の整備 6,000千円

・自動解析用機器の整備 5,000千円

工 業 振 興 課 ・環境制御技術へのＩoＴ技術導入試験

農 政 課 （キュウリ、イチゴ） 16,164千円

（新規） ・自動運転車関連技術の開発を推進するため、自動運転車

自動運転車関連技術開発推 ４,３４０ 関連技術に関する説明会や県内自動車メーカーと県内中

進 小企業のマッチング等を実施。
＜地方創生推進交付金事業＞ ・自動運転車関連技術参入促進説明会 343千円

・県内自動車メーカーと県内中小企業とのコーディネー

ターを活用したマッチング 3,983千円

次 世 代 産 業 課 ・事務費 14千円

（新規） ・「働き方改革」を普及させ、ワーク･ライフ･バランス等

働き方改革推進 ２,６４４ への理解を促すための取組を実施。

＜地方創生推進交付金事業＞ ・働き方改革アドバイザー認定 2,625千円
社会保険労務士や企業の人事労務担当者等を対象に研

修を実施し、企業からの相談や社内での推進役となる

アドバイザーとして認定。

労 働 政 策 課 ・事務費 19千円
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（単位:千円）

事 業 名 金 額 説 明

・本県の魅力を生かした観光振興を行うための取組を実施。

魅力ある観光地づくり推進 ３,８００ ・ＤＭＯ専門人材の設置 2,900千円
＜地方創生推進交付金事業＞ 「観光地経営」の視点を取り入れた観光振興策を進め

るため、県観光物産国際協会に、プロモーション専門

人材を配置。（Ｈ29年１月～）

・海外向け冬季観光素材集作成 900千円
オーストラリアで開催されるスキー観光の展示会

（Ｈ29年５月）で本県への冬季観光をＰＲするための

観 光 物 産 課 写真素材集を作成。

・河川等の防災減災や成長基盤となる７つの交通軸整備な

公共事業費 ９,８８１,０００ どを進めるため、国補正予算を活用しながら、単独公共

事業費を増額。

・社会資本整備総合交付金事業 9,381,000千円

・道路事業 7,958,000千円

・河川事業 805,000千円

・砂防事業 426,000千円

・住宅事業 192,000千円

・純単独事業 500,000千円

・落石防止対策 146,000千円

・道路維持補修 150,000千円
・道路標識英語表記化 60,000千円

・橋りょう緊急補修 50,000千円

・粘り強い堤防対策 51,000千円

県 土 整 備 部 ・下水道末端管渠整備 23,000千円
農 政 部 ・小規模農村整備 20,000千円

（新規） ・桐生市立特別支援学校の県立移管に伴い必要となる校名

桐生市立特別支援学校県立 １,７００ 板変更工事等を実施。
移管 ・移管時期：Ｈ29年４月

( 教 ） 管 理 課

特 別 支 援 教 育 課

（新規） ・地域に根ざした作業学習を強化し、企業関係者の理解を

特別支援学校作業学習の強 ５,８６３ 深め、一般就労率の向上を目指す。

化 ・作業学習に鹿革加工を導入し、製品の製作から販売まで
＜地方創生推進交付金事業＞ の一体的な学習を開始（尾瀬・片品地域鹿対策組織と連

携し、尾瀬地域で捕獲した鹿の皮を活用）。

特 別 支 援 教 育 課 ・Ｈ28実施校：２校（高崎特別、高崎高等特別）

（新規） ・自動車を利用した凶悪犯罪等の犯人を迅速・確実に検挙

自動車ナンバー自動読取装 ２５,０００ するため、通過する自動車のナンバーを自動的に読み取

置の更新整備 り、手配車両のナンバーと照合する自動車ナンバー読取

装置の更新整備を実施。
（警）刑 事 企 画 課
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（単位:千円）

事 業 名 金 額 説 明

・交通量の多い通学路や、事故が多発する恐れのある交差

交通安全施設整備 ７,９１６ 点に、信号機を２基新設。
・当初計画 51基 → 補正後 53基

（警）交 通 規 制 課

・当初予算で測量調査費を計上したＺ地区について、地権

産業団地整備(Ｚ地区) ２６０,０００ 者交渉が順調に進んだため、用地買収を前倒しして実

施。
（団地造成事業 ・造成面積 6.5ha（分譲面積 5.9ha）

（企）団 地 課 会計）

・地方財政法第７条により、Ｈ27年度一般会計決算の剰余
財政調整基金積立 １,７１２,７１３ 金の１／２を、財政調整基金に積み立て。

・3,425,425千円（H27決算剰余金）×1/2＝1,712,713千円

財 政 課


